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1L1.Nucleotidesequenceanalysisofageratum-infectingbegomoviruses
Oneofthefiveclonesoftomato-infectingbegomoviruses,ToBadll-20,was



































III.Detectionofastminof」 吻 εア.yε〃Ow陀 σc〃 〃 ッか〃∫intomato
plants.


















HI.2.Relationshipbetween、Pθ アρε7アε110w1ε げc〃71v'駕 ∫begomov㎞ses
andothersbegomoviruses.
ThephylogenetictreeobtainedusingthealignmentoftheCPgeneshowedthat
PepBad-lwasplacedinaclusterdistinctfセom1)照 ρθ71θ げoπ 〃vか π∫(PepLCV),





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































C乃 加 αvか 〃∫{Hn2](AYVCNV・ 田 皿2】,AJ495813),
オ9ε7α 伽7yε 〃owv伽v'rπ5一 「raiwa皿 】(AYVTV・
rrai】,畑307861),ノ 望gε70∫μ〃7アθ110wve'η5短 ∠・αηんα
vかw5(AYVSLV,AF314144),Cめ わ囎 ε1εqグ αビ71
virus(CaLCuVU65529DNAA),Pepperleafcurl
vか π5(PepLCV,AF134484),Pε 仰 θr1θ ρゾcμrl
virus一[Malayasia](PepLCV一[MY],AF414287),
1)解 アεr1ε4プ α〃1β αηglo威 ～訪vか μ5(PepLCBV,
AF314531)&ゆ εoηoγ 加 ゐ1ε1εqズvか π5{Japan]








184ご 〃〃P乃'1勃 ワ加8∫ γノ鍬5(ToLCPV,ABO50597),
τo〃2α'01θ4プc〃 〃 レ7ε'ノ7α〃v'r〃5(ToLCVV,
AF264063),701ηo∫o .yθ〃ow1ε σc初 〃vか π∫(TYLCV
,X15656),Tomatoyellowleafcurl
Chinavirus(TYLCCNV,AF311734),Tomato
ンε〃ow1α ゾoπr1蹄 α而 〃げv溜 ∫(TYLCTHV{1],
X63015DNA-A).
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論 文 審 査 結 果 要 旨
ベ ゴモ ウイル ス属 に分類 され る植 物 ウイル ス群(ベ ゴモ ウイ ルス)は,粒 子構造が双球状 で,か っ
環状の1本 鎖DNAを ゲ ノム とし,タ バ ココナ ジラミに よって伝播 され る。ベ ゴモ ウイル スは,主 に熱帯,
亜熱帯地域 の主要農作物 に大きな被 害を与 えている。
イ ン ドネ シアにお ける トマ ト巻 葉病 は,ト マ トの栽培 に深刻 な被 害を与 えてい る。 トマ ト巻葉病 の
病原 ウイル スはべ ゴモ ウイル スで ある と言 われて い るが,そ の詳細な報告 はない。本研究 では,イ ン
ドネ シアにお ける トマ ト巻葉 病の防除 目的 か ら,ト マ ト栽 培の盛んな4地 域か ら,巻 葉病 トマ トを採
集 し,そ の病原ベ ゴモ ウイル スの特性 につ いて研究 した。
本 研 究 で は まず,Bandung(西 ジ ャバ),Purwokerto(中 央 ジャバ),Magelang(中 央 ジ ャバ)お
よびMalang(東 ジ ャバ)か ら採集 した巻葉 症状 を示す トマ トか らDNAを 抽 出 し,ベ ゴモ ウイル ス
DNAに 特 異的 に結 合す るユニバ ー サル プ ライ マ ー を用 い て,PCRを 行 い,ベ ゴモ ウイル ス に特 異
的 な断片 を増 幅 した。得 られ たDNA断 片 をク ロー ニ ング し,6ク ロー ン(ToBadr【 一5,ToBadII-20,
ToBadII-23,ToBadlII-1,ToMag-2,ToPur-6)を 得 た。それ ぞれの ク ロー ンにつ いて外被 タ ンパ ク質
遺伝 子,複 製 関連酵 素遺伝 子,移 行 タンパ ク質遺伝 子 お よび遺伝 子 間領 域(IR)の 塩 基配 列 を決 定
し解析 した。6ク ロー ンともIRに は,ベ ゴモ ウイル ス複 製 開始 点 と考 え られ るステ ム ・ル ープ構造
や イテ ロ ン(複 製酵 素 の結 合 部位)が 存 在 した が,ToBadII-20,ToMag-2,ToPur-6,ToBadHI-1と
ToBadH-5,ToBadH-23の 間 では,ス テ ム ・ルー プの構造 やイテ ロンの塩 基配列 は異 なってい た。外
被 タ ンパ ク質遺伝 子 の塩基配 列 に基づ いて 系統樹 を作成 した ところ,3つ のク ラスター に分 類 され
た。ToBadII-20,ToBadIII-1は,シ ンガポール において葉脈 黄化 症状 を呈 した アジェ レイタ ムか ら単
離 され たA86rα 締y6110wvε ∫η伽 ∫(AYW)と 同 じク ラス ター を形成 した。ToMag-2,ToPur-6は,
7伽 α∫o'αプc副Joり αv∫rμ∫と同 じクラスター を形成 した。ToBadII-5,ToBadH-23は,イ ン ドネ シアの
トウガ ラシ栽培 で大 きな被害 を与 えてい るPεppεry8JJow1α ガcμrJ1η40πθ∫∫αv伽 ∫(PeYLCEIV)と 同 じ
クラス ター を形成 した。
イ ン ドネシアの上記4地 域 の トマ ト栽培 地近 くの,葉 脈 黄化症状 を呈 してい るアジェ レイ タムか ら
AYVVの4ク ロー ンを得,外 被 タ ンパ ク質 遺伝 子,複 製関連酵素遺伝子,移 行 タ ンパ ク質遺伝 子,IR
の塩基配列 を決定 し,ToBadII-20,ToBadIII-1と 比較 した ところ,98～100%の 高い相同性 を示 した。
このこ とか ら,ToBadII-20,ToBadHI-1は 醍Wの 分離株 である と結論 した。ToBadII-5,ToBadII-23は,
PeYLCIDVの 外被 タ ンパ ク質遺伝 子お よび複製 関連酵素遺伝 子の塩基配列 と90～94%の 高 い相 同性
を示 した。 この こ とか らToBadII-5,TbBadH-23はPeYLCIDVの 分離株 である と結 論 した。 さらに著
者 は,ToMag-2,ToPur6は,ToLCJAVと 蟹Wと の間での遺伝的組換 えに よって生 じたこ とを明 ら
かに した。
以上の よ うにイ ン ドネ シアにおける トマ ト巻葉病 の病原 ウイル スは少 な くとも3種 類 のべ ゴモ ウイ
ル スであ るとした。 さら1ピそれ らのウイル スの特 性 を明 らか に し,巻 葉病 の防 除対策 に重 要な知 見 を
もた らした。 よって審査員 一同は,本 研究者 に博 士(農 学)の 学位 を授与す るに値す るもの と判 定 した。
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